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Apostleship Of the Sea 

生活をつなぐ海路 

－ 船員が支える命の道 － 
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生
い

きていくことができますように。 

※昨年 100 周年を迎えた、カトリック教会の船員司牧の正式名称は「ステラマリス」（海の星）となりました。これまで親しんできた「AOS」も通称として併用しています。 

船 員 の 日 
The Day of Seafarers 

船員の皆さんへの感謝と支援活動にご協力お願いします。 

    教皇庁人間開発のための部署は、毎年 7 月の第 2 日曜日を「船員の日」と定め、 

    世界中の信徒に船員たちのために祈るよう呼びかけています。 

    日本でも船員たちとその家族のために祈り、尊敬と感謝を表すよう皆様に呼びかけています。 

J-CaRM 

Catholic Commission of Japan for Migrants, Refugees and People on the Move 

135-8585 東京都江東区潮見 2-10-10 日本カトリック会館 

☎03-5632-4441 Fax:03-5632-7920 https://www.jcarm.com 

私たちの生活に必要な物資の 99.7％は、海を渡って船でやってきます。 

船員たちの命がけの働きが、私たちの生活を支えています。 


